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C O N T E N T S
松本文雄町長再選 
四季食彩館れんげの里オープン 　 
国民健康保険税率引き上げ 
ニュースファイル・まちかどショット  
くらしの情報　　　　　　　　　　　  
戸籍の窓・イベント情報　 　　　　　 
 

　3月3日は桃の節句。松岡東幼児園では、おじいちゃんおばあちゃんを招いてのひなまつり会を楽しみま
した。玄関に飾られた本物のひな飾りの“おだいりさま”と“おひなさま”は“ふたり並んですまし顔”で
すが、園児たちがつくったひな人形と園児たちはかわいい笑顔を見せていました。 

わたしが作ったおひなさまも かわいいでしょ わたしが作ったおひなさまも かわいいでしょ わたしが作ったおひなさまも かわいいでしょ 
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す
て
き
な
春
の
風
景
　 

　
探
し
て
み
ま
せ
ん
か 

　
町
で
は
、
あ
な
た
が
推
薦
す
る
町
内
の
風
景

写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
季
節
は
春
。
草
花

の
芽
吹
き
や
、
春
の
風
俗
・
慣
習
な
ど
、
素
敵

だ
な
と
思
っ
た
瞬
間
を
写
真
に
収
め
て
み
ま
せ

ん
か
？ 

　
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

写
真
に
優
劣
は
つ
け
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
ご
応

募
く
だ
さ
い
。
応
募
は
お
一
人
さ
ま
何
点
で
も

構
い
ま
せ
ん
。 

　
応
募
者
の
中
か
ら
抽
選
で
10
名
様
に
粗
品
を

進
呈
し
ま
す
。 

応
募
期
限
　
6
月
30
日
ま
で 

問
合
せ
　
企
画
財
政
課 

　
61
‐
3
9
4
2 

　
　
　
　
　http://w

w
w
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春
の
や
わ
ら
か
な
日
差
し
の
中
、
砂

利
敷
き
堤
防
を
歩
く
。
頭
上
に
は
薄
桃

色
の
空
間
が
広
が
る
。
眼
下
に
流
れ
る

九
頭
竜
の
流
れ
か
ら
は
、
か
す
か
に
聞

こ
え
る
せ
せ
ら
ぎ
の
音
。

五
松
橋
南
詰
の
桜
堤
は
隠
れ
た
桜
の

名
所
で
す
。
約
1
5
0
ｍ
に
わ
た
っ
て

14
本
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
大
木
が
立
ち

並
び
、
桜
の
ト
ン
ネ
ル
を
形
成
し
て
い

ま
す
。
水
温
む
九
頭
竜
川
、
仰
ぎ
見
る

六
呂
瀬
山
を
背
景
に
し
た
風
景
は
見
事

で
す
。
振
り
返
れ
ば
塗
装
工
事
も
終
了

し
た
緑
色
の
五
松
橋
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
も
楽
し
め
ま
す
。

五
松
橋
か
ら
見
た
光
景
も
す
ば
ら
し

く
、
桜
堤
を
挟
ん
で
、
手
前
に
九
頭
竜

川
、
奥
に
は
古
墳
眠
る
山
々
。
見
る
角

度
に
よ
っ
て
い
ろ
ん
な
光
景
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

五
松
橋
南
詰
堤
防
付
近

（
松
岡
神
明
2
丁
目
）

P19に関連記事を掲載しています。



松
本
町
政

松
本
町
政 

2
期
目
の
船
出

期
目
の
船
出
 

松
本
町
政 

2
期
目
の
船
出
 

町
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に 

活
力
と
ぬ
く
も
り
の
あ
る
ま
ち
を 
無
投
票
で
再
選
 

　
任
期
満
了
に
伴
う
永
平
寺
町
長
選
挙
は
2
月
２３
日
告
示
さ
れ
、
松
本
文
雄
町
長
が
無

投
票
で
当
選
。
2
期
目
の
永
平
寺
町
政
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
2
月
２６
日
に
初
登
庁
し
た
松
本
町
長
は
、
さ
っ
そ
く
町
職
員
を
前
に
訓
示
を
行
い
、

「
町
民
の
皆
さ
ま
の
期
待
に
応
え
る
た
め
、
情
熱
を
も
っ
て
町
政
に
取
り
組
み
た
い
」

と
2
期
目
の
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。
 

　
　
2
期
目
の
町
政
運
営
に
あ
た
っ
て
 

　
こ
の
た
び
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
大
き
な
ご
支
持
と
あ
た
た
か
い
ご
支

援
を
い
た
だ
き
、
再
び
町
政
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
ち

づ
く
り
の
取
り
組
み
へ
の
期
待
と
信
頼
で
あ
る
と
受
け
止
め
て
お
り
ま

す
。
町
民
の
生
活
を
守
り
、
永
平
寺
町
の
未
来
を
拓
く
た
め
、
何
と
し

て
も
皆
さ
ま
の
ご
期
待
に
お
応
え
す
べ
く
、
情
熱
と
決
意
を
新
た
に
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

　
こ
れ
ま
で
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ま
と
対
話
し
、
地
域
の
課
題
に
つ
い

て
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を
お
聞
き
す
る
中
で
、
町
政
に
対
す
る
期
待
の

大
き
さ
を
肌
で
感
じ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
改
め
て
そ
の
責
任
の
重
さ
を

感
じ
、
信
頼
さ
れ
る
町
政
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
町
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
、
未
来
に
希
望
と
夢
を
、
ふ
る
さ
と
に
自

信
と
誇
り
を
持
て
る
、
喜
び
に
あ
ふ
れ
た
理
想
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

こ
れ
か
ら
も
「
愛
町
普
遍
」
の
精
神
で
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

永
平
寺
町
長
　
松
　
本
　
文
　
雄
 

広報永平寺4月号 2広報永平寺4月号3

中谷英樹選挙管理委員長から当選証書を受け取る松本町長

開
店
当
日
は
ど
っ
と
9
0
0
人
が
来
店

完
成
式
典
に
は
Ｊ
Ａ
吉
田
郡
の
関
係
者
を
は
じ
め
、
西

川
知
事
や
松
本
町
長
ら
約
50
人
が
出
席
。
あ
い
さ
つ
に
立

っ
た
畑
幹
夫
組
合
長
は
「
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
厳
し

い
が
、れ
ん
げ
の
里
が
農
家
所
得
の
向
上
に
つ
な
が
れ
ば
」

と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、
関
係
者
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行

い
、
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

開
店
初
日
は
11
時
開
店
の
予
定
で
し
た
が
、
あ
い
に
く

の
雨
模
様
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
買
い
物
客
が
入
口

に
列
を
つ
く
っ
た
た
め
、開
店
時
間
を
10
分
早
め
て
対
応
。

来
店
し
た
人
た
ち
は
さ
っ
そ
く
お
目
当
て
の
商
品
を
買
い

求
め
て
い
ま
し
た
。

年
中
営
業
、
調
理
実
習
室
も
完
備

店
内
に
は
、
米
や
野
菜
、
加
工
品
弁
当
な
ど
が
ず
ら
り
。

町
内
の
生
産
者
や
生
産
グ
ル
ー
プ
が
持
ち
寄
っ
た
も
の
を

は
じ
め
、
一
部
、
県
内
や
国
内
か
ら
も
商
品
が
集
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
定
休
日
は
火
曜
日
で
、
年
末
年
始
を
除
い
て

年
間
を
通
し
て
営
業
予
定
。
Ｊ
Ａ
吉
田
郡
で
は
、
生
産
者

に
も
消
費
者
に
も
喜
ば
れ
る
施
設
に
し
た
い
考
え
で
す
。

施
設
内
に
は
販
売
す
る
惣
菜
な
ど
の
加
工
を
行
う
調
理

室
の
ほ
か
に
、
一
般
に
も
利
用
可
能
な
調
理
実
習
室
も
完

備
さ
れ
て
お
り
、
食
育
の
推
進
も
ね
ら
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
直
売
所
は
、
福
井
大
学
医
学
部
東
側
の
交
差
点
に

位
置
し
、
旧
Ａ
コ
ー
プ
医
大
前
店
を
活
用
し
た
も
の
で
、

今
回
の
整
備
に
か
か
る
総
事
業
費
は
6
0
0
0
万
円
。
う

ち
町
か
ら
は
、
国
の
地
域
活
性
化
・
経
済
危
機
対
策
臨
時

交
付
金
を
受
け
た
平
成
21
年
度
7
月
補
正
予
算
に
て
計
上

さ
れ
た
4
9
3
4
万
円
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

食
育
と
地
産
地
消
の
拠
点
完
成

Ｊ
Ａ
吉
田
郡
の
　

農
産
物
直
売
所

「
四
季
食
彩
館
れ
ん
げ
の
里
」
オ
ー
プ
ン

Ｊ
Ａ
吉
田
郡
が
進
め
て
き
た
農
産
物
の
直
売

所
「
四
季
食
彩
館
れ
ん
げ
の
里
」
が
3
月
6
日
、

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
地
産
池
消
と
食
育
の
推

進
拠
点
と
し
て
、
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

テープカットで完成を祝う関係者

【写真上】開店当日に開催された、親子料理
教室の様子
【写真右】開店直後の店内。身動きもできな
いくらい、多くの買い物客でにぎわいました



国
民
健
康
保
険 

税
率
が
改
正
さ
れ
ま
す 

税
率
改
正
の
経
緯 

医
療
費
の
増
加
に
よ
り
財
源
不
足
に 

平
成
２２
年
4
月
か
ら 

加
入
者
１
人
当
た
り
約
１
万
円
の
負
担
増
へ 

　
永
平
寺
町
国
民
健
康
保
険
税
は
、
4
月
か
ら
改
正
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
被
保
険
者
１
人
当
た
り
の
平
均
年
税
額
は
7
万
5
0
0
0
円
か
ら
8

万
5
0
0
0
円
に
上
昇
。
上
げ
幅
は
、
約
１
万
円
に
な
る
見
込
み
で
す
。
近

年
の
医
療
費
の
激
増
に
よ
り
、
国
民
健
康
保
険
会
計
の
歳
出
が
歳
入
を
上
回

り
、
赤
字
状
態
が
続
い
て
い
る
こ
と
が
増
税
に
踏
み
切
っ
た
理
由
で
す
。
 

図1 永平寺町国民健康保険 税額（率） 

図2 平成22年度以降3年間に予想される国民健康保険会計の不足額 

図3 国民健康保険会計 単年度収支の推移 

図4 国民健康保険税の流れ 

改正前と改正後との比較 

〈参考〉 

旧
永
平
寺
町
の
制
度
か
ら
は
１０
年
ぶ
り 

松
岡
・
上
志
比
で
は
１６
〜
１７
年
ぶ
り
の
改
正 

　
町
村
合
併
時
の
合
併
協
定
書
で
は
、
国

保
税
の
取
り
扱
い
は
平
成
18
年
4
月
か
ら

平
成
21
年
3
月
ま
で
の
3
年
間
は
、
税
率

の
一
番
低
い
松
岡
町
の
税
率
に
統
一
。
平

成
21
年
4
月
以
降
は
、
国
民
健
康
保
険
事

業
に
要
す
る
需
用
額
に
応
じ
た
適
正
な
税

率
の
見
直
し
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。 

　
合
併
以
前
の
税
率
改
正
は
、
平
成
12
年

度
の
介
護
保
険
制
度
の
導
入
と
と
も
に
、

各
市
町
と
も
介
護
支
援
分
の
増
税
を
行
い

ま
し
た
が
、
医
療
費
本
体
の
増
税
に
な
る

と
、
一
番
最
近
で
も
旧
永
平
寺
町
の
と
き

の
平
成
12
年
度
以
来
10
年
ぶ
り
の
改
正
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
松
岡
町
で
は
平
成
6

年
度
、
上
志
比
村
で
は
平
成
7
年
度
に
改

正
さ
れ
て
お
り
、
長
年
に
わ
っ
て
増
税
す

る
こ
と
な
く
国
保
会
計
を
運
営
し
て
き
ま

し
た
。 

　
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の
急
激
な
医
療

費
の
増
加
に
伴
い
、
国
保
会
計
も
財
源
不

足
に
陥
り
ま
し
た
。
よ
っ
て
、
長
年
据
え

置
か
れ
て
い
た
税
率
の
改
正
を
お
願
い
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

国
保
会
計
の
現
状
は
？ 

増
え
続
け
る
医
療
費
が
会
計
を
圧
迫 

赤
字
補
て
ん
の
基
金
も
わ
ず
か 

財
源
不
足
の
原
因
は
？ 

今
後
の
更
な
る
増
税
を
回
避
す
る
た
め 

医
療
費
の
抑
制
に
努
め
ま
し
ょ
う 

国
保
税
の
上
げ
幅
は
？ 

急
激
な
増
税
に
な
ら
な
い
た
め
に
 

3
年
間
で
6
千
万
円
を
一
般
会
計
か
ら
投
入
 

区　分 

医療分 

介護納付分 

後期高齢者 
支援分 

加入者一人当たりの 
年税額（平均） 

割区分 

所得割 

資産割 

均等割 

平等割 

所得割 

資産割 

均等割 

平等割 

所得割 

資産割 

均等割 

平等割 

3.40％ 

30.00％ 

16,800円 

19,300円 

1.10％ 

15.00％ 

6,000円 

6,500円 

0.60％ 

6.00％ 

5,000円 

5,200円 

3.90％ 

35.00％ 

19,000円 

22,000円 

1.20％ 

16.00％ 

6,500円 

7,000円 

0.70％ 

8.00％ 

6,500円 

6,800円 

＋ 0.50％ 

＋ 5.00％ 

＋ 2,200円 

＋ 2,700円 

＋ 0.10％ 

＋ 1.00％ 

＋ 500円 

＋ 500円 

＋ 0.10％ 

＋ 2.00％ 

＋ 1,500円 

＋ 1,600円 

約　　　　 
75,000円 

約　　　　 
85,000円 

約 
＋ 10,000円 

改正前 

税額（率）A

改正後 
（H22.4月～） 
税額(率)B

比　較 
（B－A） 

必要財源 
3年間の不足額合計 

13,800万円×3年 

約41,400万円 

国保基金 
国保会計の預金 

平成21年度末残高 

約10,000万円 

交付金精算金 

3年間の合計見込み 

約10,800万円 

不足する財源 

3年間の不足額合計 

－ － ＝ 約20,600万円 

繰  入  金 
一般会計からの繰入 

3年間の合計額 

約6,000万円 

国保税増税分 

3年間の増税額 

約14,600万円 

不足する財源 

3年間の不足額合計 

－ ＝ 約20,600万円 

うち２２年度４，３００万円、 
1人当たり平均年額 
１０，０００円の増額 
※被保険者数４，３００人 
　で算出 

平成 
18年度 

平成 
19年度 

平成 
20年度 

平成 
21年度 
（見込み） 

14億4,914万円 
14億4,373万円 

歳入 

歳出 

歳入 

歳出 

歳入 

歳出 

歳入 

歳出 

4億4,982万円 
国保税収入 

（差額541万円の黒字） 
15億6,837万円 
16億1,212万円 

4億5,890万円 
国保税収入 

（差額4,375万円が赤字） 
15億3,958万円 
16億4,717万円 

3億4,328万円 
国保税収入 

（差額10,759万円が赤字） 
16億1,559万円 
17億7,373万円 

3億4,673万円 
国保税収入 

（差額15,814万円が赤字） 

5億円 10億円 15億円 

　皆さんから徴収された国保税は、図4のとおり交付金を除く国保
医療費の50％に相当する分、また、介護保険給付費の30％に相当す
る保険料の一部、そして、後期高齢者医療費の40％に相当する支援
金の一部に充てられています。 
　平成20年度においては、本来、国保税で賄わなければならい国保
医療分で約8,700万円、介護納付分で約1,000万円、後期高齢者支
援分で約1,000万円の財源が不足しました。 

国民健康保険税（平成21年度予算総額3億3,649万円） 

国保医療費の財源 

公費 
（国・県） 

50％ 

保険税 

50％ 

交
付
金 

介護保険給付費の財源 

公費 
（国・県・町） 

50％ 

保険料 

30％ 

保険料 
20％ 

65歳以上の保険料 

後期高齢者医療制度の 
医療費の財源 

公費 
（国・県・町） 

50％ 

支援金 

40％ 

保険料 
10％ 
75歳以上の保険料 

40～64歳の介護 
保険料の一部 
2,275万円 

国保医療分 
2億3,427万円 

後期高齢者 
支援分の一部 
7,948万円 
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国
保
会
計
に
お
け
る
医
療
費
の
負
担
額

の
急
増
に
よ
り
、
国
保
会
計
は
財
源
不
足

が
顕
著
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
国
保
会

計
の
状
況
を
単
年
度
収
支
で
み
る
と
（
図

3
参
照
）、
町
村
合
併
以
来
、
毎
年
歳
出

が
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
一
方
、
歳
入
は

毎
年
不
足
し
て
お
り
、
平
成
21
年
度
に
は

１
億
5
8
0
0
万
円
の
不
足
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
ら
の
不
足
分
は
平
成
18
年
度

か
ら
の
繰
越
金
１
億
5
0
0
0
万
円
と
、

国
保
基
金
（
国
保
会
計
の
預
金
）
の
残
高

2
億
8
１
0
0
万
円
で
補
て
ん
し
て
き
ま

し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
財
源
も
、
平
成
21

年
度
末
の
見
込
み
で
は
国
保
基
金
の
約
1

億
円
が
残
る
の
み
。
平
成
22
年
度
か
ら
の

財
源
不
足
は
明
ら
か
で
、
深
刻
な
問
題
と

な
り
ま
し
た
。

平
成
21
年
度
以
降
に
想
定
さ
れ
る
財
源

の
不
足
額
は
、
医
療
費
が
平
成
21
年
度
並

み
に
か
か
っ
た
場
合
、
毎
年
、
約
１
億
3

8
0
0
万
円
に
な
る
見
込
み
で
す
。
平
成

24
年
度
ま
で
の
3
年
間
分
で
は
、
3
倍
の

4
億
円
余
り
に
な
り
、
国
保
基
金
を
す
べ

て
つ
ぎ
込
み
交
付
金
精
算
額
を
見
込
ん
で

も
、
約
2
億
円
の
財
源
不
足
と
な
っ
て
し

ま
う
の
で
す
。（
こ
こ
ま
で
図
１
上
段
を

参
照
）

こ
の
2
億
円
を
賄
う
た
め
に
今
回
の
増

税
が
決
ま
っ
た
の
で
す
が
、
急
激
な
増
額

に
な
ら
な
い
よ
う
、
一
般
財
源
を
投
入
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
3
年
間
で
6
0

0
0
万
円
を
繰
り
入
れ
、
１
億
4
6
0
0

万
円
を
国
保
税
で
賄
い
ま
す
。

な
お
、
平
成
22
年
度
に
つ
い
て
は
、
医

療
費
の
動
向
を
見
極
め
る
た
め
、
総
額
4

3
0
0
万
円
、
一
人
当
た
り
平
均
約
１
万

円
の
増
税
を
予
定
し
て
い
ま
す
。（
こ
こ

ま
で
図
2
下
段
を
参
照
）

国
保
会
計
の
財
源
不
足
の
主
な
原
因
が

医
療
費
の
激
増
で
あ
る
こ
と
は
、
先
月
号

で
も
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
で
す
。
医
療

費
は
、
公
費
と
交
付
金
、
そ
し
て
被
保
険

者
の
皆
さ
ん
が
納
め
る
国
保
税
に
よ
っ
て

賄
わ
れ
て
い
ま
す
（
図
4
参
照
）
が
、
平

成
19
年
度
か
ら
の
急
激
な
医
療
費
の
伸
び

（
図
3
参
照
）
に
よ
り
、
こ
の
バ
ラ
ン
ス

が
崩
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。

ま
た
、
平
成
20
年
度
の
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
創
設
に
伴
い
、
75
歳
以
上
の
国

保
加
入
者
が
、
す
べ
て
後
期
高
齢
者
制
度

に
移
行
し
た
た
め
、
大
き
く
国
保
税
が
減

収
し
た
こ
と
も
要
因
の
一
つ
で
す
。

こ
れ
以
上
国
保
税
の
増
税
を
し
な
い
た

め
に
は
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
、
医
療

費
の
抑
制
に
気
を
つ
け
る
こ
と
が
不
可
欠

で
す
。
調
剤
医
薬
品
を
求
め
る
際
に
は
ジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医
薬
品
）
を

希
望
し
た
り
、定
期
健
診
や
人
間
ド
ッ
ク
、

が
ん
検
診
な
ど
を
受
診
し
、
早
期
発
見
・

早
期
治
療
に
努
め
る
な
ど
、
税
負
担
を
抑

え
る
だ
け
で
な
く
、
ご
自
身
の
負
担
額
も

軽
く
し
、
健
康
を
保
持
す
る
こ
と
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

町
と
し
て
も
、
各
種
の
施
策
を
講
じ
、

医
療
費
抑
制
に
努
め
て
い
き
ま
す
。



男
女
が
共
に
生
き
る
意
識
づ
く
り 

① 

家
庭
・
地
域
で
の
慣
習
の
見
直
し
と
意
識
改
革 

② 

男
女
平
等
教
育
・
学
習
の
推
進 

③ 

政
策
・
方
針
決
定
の
場
へ
の
女
性
の
参
画
拡
大 

1
基本目標 基本目標 

男
女
が
共
に
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り 

① 

男
女
の
仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援 

② 

働
く
場
に
お
け
る
男
女
平
等
の
実
現 

③ 

国
際
交
流
と
協
力
の
推
進 

基本目標 

2
基本目標 

男
女
が
共
に
安
ら
ぐ
生
活
づ
く
り 

① 

男
女
の
健
康
づ
く
り
支
援 

② 

高
齢
者
・
障
害
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
整
備 

③ 

あ
ら
ゆ
る
暴
力
の
根
絶 

3
基本目標 基本目標 

推
進
体
制
づ
く
り 

① 

施
策
推
進
体
制
の
整
備 

② 

町
民
・
関
係
機
関
な
ど
と
の
協
力
・
連
携
の
強
化 

基本目標 

4
基本目標 

えいへいじ男女共同参画計画 基本目標 

こんにちは、男女共同参画室です ① 

男
女
間
の
不
平
等
 
感
じ
た
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
か
？
 

男
女
が
支
え
あ
い
 
輝
く
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
 

ひ
と 

と 

ひ
と 

ひ
と
し
く
ん
　
ま
さ
お
く
ん
ち
の
お
父
さ
ん
っ
て
、
仕
事
か
ら
帰
っ

て
く
る
と
な
ー
も
せ
ん
と
新
聞
読
ん
だ
り
、
テ
レ
ビ
ば
っ
か
り

見
て
る
ん
や
と
。
ぼ
く
の
お
父
さ
ん
は
、
お
母
さ
ん
の
手
伝
い

し
た
り
し
て
る
け
ど
、
う
ち
が
変
な
ん
か
？ 

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
　
ほ
や
の
、
そ
ん
な
家
も
あ
る
け
ど
、
う
ち
の
お
父

さ
ん
が
変
わ
っ
て
る
ん
で
は
な
い
よ
。
お
父
さ
ん
が
、
台
所

や
、
ゴ
ミ
出
し
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
で
、
お
ば
ち
ゃ
ん
も
、
お

母
さ
ん
も
助
か
っ
て
る
よ
。 

ひ
と
し
く
ん
　
ぼ
く
も
、
茶
碗
な
ら
べ
た
り
、
ご
飯
よ
そ
っ
た
り
し

て
手
伝
い
し
て
る
よ
。 

お
母
さ
ん
　
ほ
や
の
、
助
か
っ
て
る
わ
。
今
は
ま
だ
、
家
事
や
介
護

は
女
の
人
の
仕
事
や
っ
て
決
め
つ
け
て
い
る
人
が
多
い
け
ど
、

家
族
で
手
の
空
い
て
い
る
人
が
、
で
き
る
こ
と
を
す
る
よ
う
に

な
れ
ば
い
い
な
っ
て
思
う
の
。 

お
父
さ
ん
　
ほ
や
な
、
我
が
家
は
、
お
父
さ
ん
の
仕
事
、
お
母
さ
ん

の
仕
事
っ
て
決
め
つ
け
ん
と
、
み
ん
な
協
力
し
て
や
っ
て
い
る

な
。
お
母
さ
ん
も
残
業
で
遅
く
な
る
と
き
も
あ
る
し
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
も
疲
れ
て
る
や
ろ
で
、
家
族
み
ん
な
で
協
力
し
て
で
き

る
こ
と
を
や
っ
て
い
こ
う
な
。
そ
う
す
れ
ば
、
お
父
さ
ん
も
、

ひ
と
し
も
、
み
ん
な
一
人
ひ
と
り
が
自
立
し
て
、
自
分
ら
し
く

生
活
で
き
る
よ
う
に
な
る
ん
で
な
い
か
な
。 

区
民
喜
び
の
渡
り
初
め
 

長
年
の
要
望
叶
い
踏
切
完
成
 

薬
師
踏
切
安
全
祈
願
祭
・
開
通
式 

本
町
で
で
き
る
環
境
対
策
を
 

地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー 

ビ
ジ
ョ
ン
報
告
書
　
町
長
に
提
出 

広
報
永
平
寺
が
知
事
賞
受
賞
 

福
井
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル 

永平寺町河川公園の指定管理者 
町シルバー人材センターに決定 

　町内3つの河川公園（松岡・永平寺・中島）
の指定管理者を公募したところ、永平寺町シル
バー人材センターから応募がありました。町議
会（3月議会）の議決を経て正式に指定され、
4月から同公園の管理運営をお願いすることに
なりました。 
 
指定管理者名　 
　社団法人 永平寺町シルバー人材センター 
指定期間　 
　平成22年4月1日～平成25年3月31日 

問合せ 建設課　　61‐3948
問合せ 住民生活課 

男女共同参画室 
　　61‐3945
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あ
な
た
の
身
の
ま
わ
り
で
「
女
だ
か
ら
」

「
男
だ
か
ら
」
と
不
平
等
を
感
じ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

わ
が
国
の
法
の
下
で
は
、「
男
女
は
平
等
」

で
あ
る
こ
と
は
、
大
勢
の
人
が
当
然
の
こ
と

と
し
て
理
解
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
今
日
な

お
、
さ
ま
ざ
ま
な
偏
見
や
差
別
が
存
在
し
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。
こ
の
大
き
な
要
因
と

な
っ
て
い
る
の
は
、「
男
は
仕
事
、
女
は
家

庭
」
と
い
っ
た
固
定
的
性
別
役
割
分
担
意
識

で
あ
り
、
す
べ
て
の
人
々
が
偏
見
を
な
く
す

努
力
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

永
平
寺
町
で
は
、
”男
女

ひ
と
と
ひ
と

が
支
え
あ
い
輝

く
ま
ち
づ
く
り
“
を
テ
ー
マ
に
、
一
人
ひ
と

り
が
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
お
互
い
を

認
め
合
う
こ
と
で
、
心
豊
か
な
人
間
性
を
育

み
、
誰
も
が
性
別
に
関
わ
り
な
く
そ
の
個
性

と
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
、
活
力
あ
ふ

れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
永
平
寺
町
男

女
共
同
参
画
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
計
画
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
向
け
4
つ
の
基
本
目
標
を
定
め
、
そ

れ
ぞ
れ
に
重
点
目
標
を
掲
げ
、
取
り
組
む
施

策
の
方
向
を
示
し
て
い
ま
す
。

今
月
か
ら
１
年
に
わ
た
っ
て
、「
男ひ

と

と
女ひ

と

幸
せ
な
関
係
―
こ
ん
に
ち
は
男
女
共
同
参
画

室
で
す
」
と
題
し
、
男ひ

と

と
女ひ

と

が
と
も
に
協

力
し
、
幸
せ
に
生
き
る
方
策
を
探
っ
て
い
き

ま
す
。

え
ち
ぜ
ん
鉄
道
勝
山
永
平
寺
線

の
松
岡
薬
師
3
丁
目
地
係
に
踏
切

が
完
成
し
、
3
月
2
日
に
安
全
祈

願
祭
と
開
通
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
区
は
、
山
と
線
路
に
挟
ま
れ

て
お
り
、
区
に
出
入
り
で
き
る
道

路
は
１
路
線
し
か
な
く
、
袋
小
路

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め

区
民
は
、
災
害
が
発
生
し
た
際
な

ど
の
避
難
の
面
な
ど
に
不
安
を
感

じ
て
お
り
、
踏
切
の
設
置
が
長
年

の
要
望
事
項
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

今
回
完
成
し
た
踏
切
は
、
同
区

の
中
央
部
と
国
道
4
1
6
号
を
つ

な
い
で
お
り
、
遮
断
機
・
警
報
機

も
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
の
と

こ
ろ
歩
行
者
専
用
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
将
来
的
に
自
動
車
の
通
行

も
で
き
る
よ
う
に
計
画
し
て
い
ま

す
。
国
の
緊
急
経
済
対
策
に
よ
る

補
助
金
を
活
用
し
、
7
月
補
正
予

算
に
計
上
さ
れ
た
事
業
と
し
て
実

施
。
整
備
費
は
4
4
0
0
万
円
で

す
。

開
通
式
に
は
、
町
や
町
議
会
関

係
者
、
永
平
寺
警
察
署
、
え
ち
ぜ

ん
鉄
道
な
ど
の
関
係
者
や
、
区
民

代
表
ら
30
人
が
列
席
。
松
本
町
長

は
「
こ
れ
で
緊
急
災
害
発
生
時
の

不
安
解
消
や
、
地
区
の
皆
さ
ん
の

利
便
性
が
向
上
、
安
心
安
全
な
交

通
が
確
保
さ
れ
ま
し
た
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。
式
の
あ
と
に
は

さ
っ
そ
く
渡
り
初
め
。
地
元
の
皆

さ
ん
も
40
人
が
集
ま
り
、
待
望
の

踏
切
の
完
成
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

同
区
の
吉
崎
重
雄
区
長
は
「
こ
れ

ま
で
踏
切
が
な
い
こ
と
で
、
線
路

を
横
断
し
よ
う
と
す
る
区
民
と
電

車
と
の
接
触
事
故
も
あ
っ
た
。
こ

れ
で
高
齢
者
や
子
ど
も
た
ち
も
安

全
」
と
20
数
年
来
の
要
望
が
叶
っ

た
喜
び
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
踏
切
は
、
松
岡
志
比

堺
区
の
児
童
・
生
徒
の
通
学
路
と

し
て
利
用
さ
れ
、
登
校
時
に
は
踏

切
横
断
後
に
松
岡
薬
師
3
丁
目
内

の
町
道
を
通
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

身
近
に
取
り
組
め
る
地
球
温
暖

化
防
止
対
策
な
ど
、
町
内
で
実
施

可
能
な
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
や

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
対
策
を
検
討
し

て
き
た
「
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
委

員
会
」
は
、
こ
の
ほ
ど
計
画
を
ま

と
め
、
3
月
3
日
、
松
本
町
長
に

報
告
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

報
告
書
で
は
、
2
0
1
9
年
度

の
町
内
に
お
け
る
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
を
10
％
削
減（
07
年
度
比
）

す
る
こ
と
を
大
目
標
に
設
定
。
そ

の
た
め
の
9
項
目
の
重
点
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
と
し
て
、
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
永
平

寺
ダ
ム
の
放
流
水
を
活
用
し
た
小

水
力
発
電
を
提
案
。
町
民
を
あ
げ

て
の
取
り
組
み
と
し
て
、
町
の
木

で
「
お
寿
司
の
木
」
と
し
て
な
じ

み
の
深
い
「
油
桐
」
の
実
か
ら
油

分
を
抽
出
し
、
活
用
と
す
る
ユ
ニ

ー
ク
な
提
案
も
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
で
は
、
公

共
交
通
機
関
の
利
用
促
進
や
「
ノ

ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
」「
ラ
イ
ト
ダ

ウ
ン
」
な
ど
、
省
エ
ネ
統
一
行
動

の
日
の
設
定
な
ど
6
項
目
が
挙
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

報
告
書
を
提
出
し
た
福
井
県
立

大
学
教
授
の
菊
沢
正
裕
策
定
委
員

長
は「
特
色
あ
る
計
画
が
で
き
た
。

油
桐
の
木
は
、
町
内
6
割
の
家
庭

で
植
え
ら
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い

る
。
環
境
へ
の
意
識
高
揚
の
シ
ン

ボ
ル
に
も
な
り
、
お
も
し
ろ
い
取

り
組
み
と
な
り
得
る
。
環
境
の
ま

ち
と
し
て
、
一
つ
で
も
多
く
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
」
と
要
望
。
松
本
町
長

も
「
方
向
性
を
見
つ
け
な
が
ら
、

平
成
22
年
度
か
ら
で
き
る
こ
と
か

ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
応

え
ま
し
た
。

平
成
21
年
度
の
福
井
県
広
報
コ

ン
ク
ー
ル
の
広
報
紙
部
門
・
町
村

部
に
お
い
て
「
広
報
永
平
寺
12
月

号
」
が
県
知
事
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。

テープカットで完成を祝う列席者と集まった地区
の皆さん（3月2日）

計画について松本町長に説明する
菊沢正裕策定委員長（3月3日）
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県内1位になった児童･生徒を讃えて
3月4日　福井吉田ライオンズクラブ賞表彰式
福井吉田ライオンズクラブは、秀でた成果を上
げた子どもたちを福井吉田ライオンズクラブ賞と
して表彰しました。この表彰は、地域の青少年育
成を目的に、各種の大会やコンクールなどで県内
１位になった町内の小中学校の児童・生徒を対象
に行っているもので、今回で38回目を数えます。
今回は、県吹奏楽コンクールで金賞を受賞した
上志比中学校吹奏楽部など１団体、4個人を表彰。

賞状を授与した藤田昭博会長は、「みんなのがん
ばりは、親や家族の喜びであり、兄弟や友だちの
励みとなる。これからもいろんなことにがんばっ
てほしい」とあいさつしました。
【受賞者の皆さん】
●上志比中学校吹奏楽部
第41回福井県吹奏楽コンクール　「金賞」
第50回北陸吹奏楽コンクール　「金賞」
第9回東日本学校吹奏楽大会　「銀賞」

●坂井美帆さん（松岡中2年）
小中学校近視予防に関する図画ポスター標語
作文コンクール　図画・ポスターの部
「福井県知事賞」

●青木佳菜さん（永平寺中1年）
平成21年度福井県「小さな親切」作文コン
クール　「福井県知事賞」

●平林一砂さん（御陵小4年）
第34回ＮＴＴ児童画コンクール
「福井県知事賞」

●波多野未空さん（志比小3年）
第35回福井県小学生読書感想文コンクー
ル・3年生の部　「最優秀賞」

（学年は3月現在のまま表記しています）

入居者と一緒に作ったちぎり絵完成
3月27日 まつぼっくりキッズがアニス松岡に贈呈
町内の小学生によるボランティアサークルまつ
ぼっくりKIDS（キッズ）は、特別養護老人ホー
ムアニス松岡の入居者と一緒に作ったちぎり絵2
枚をきれいにパネルに貼り、このたび同施設に贈
りました。
まつぼっくりKIDSでは、平成21年度の活動の

一つとして、年間を通して同施設入居者との交流
を計画。毎月１回のペースで訪問したり、暑中見
舞いはがきや年賀状を手渡したりして交流してき
ました。「入居者の人と、何か一緒にできること
はないか」と子どもたちから声が上がり、お年寄

りでもできそうなちぎり絵に決定。70㎝×110
㎝ほどの紙に“にわとり”と“ねこ”が描かれた
ほのぼのとした下書きを2枚準備し、3回の共同
作業を経て完成させました。
絵を手渡した子どもたちは、「作業をしながら

いろんな話ができました。入居者の人も楽しそう
でした」と、その時の様子を振り返って話してく
れました。同施設の辻哲雄理事長は、「定期的に
子どもたちが訪問してくれることは大変ありがた
いことです。入居者の皆さんにとっては、孫やひ
孫のように感じているようで、とてもうれしそう
で、元気が出ているようです」と、喜んでおられ
ました。

大きくなって帰っておいで
3月6日　永平寺川でサケの稚魚を放流

NPO法人ドラゴンリバー交流会は、町内の小中
学生らを集めて、稚魚の放流会を行いました。今回
放流した稚魚は、昨年11月、同会のメンバーが永
平寺川に遡上したサケから採卵し、人工授精。町内
および近隣市12の小中学校にも分けて育ててきた
ものです。参加した児童や生徒ら約150人は、5～
6cmほどに育った愛着ある稚魚との別れを惜しみな
がら、そっと川に放していきました。4～5年後、
成魚となって戻ってきてくれることを信じて…。

稚
魚
を
川
に
放
流
す
る
児
童

3年間ありがとうございました
3月16日　町内中学校で卒業式

3月は卒業式のシーズン。町内3つの中学校でも
卒業式が行われ、198人が中学校から巣立っていき
ました。永平寺中学校では61人が卒業式を終えま
した。式後の教室では、担任の先生から生徒一人ひ
とりに思い出と激励の言葉がかけられていました。
「このクラスでよかった」「みんなと出会えてよかっ
た」「先生ありがとう」･･･。思い出がよぎる教室に
は、涙と笑顔があふれます。
さまざまな思いと新たな進路への期待を胸に、生
徒たちは学び舎を後にしました。

永
平
寺
中
は
校
門
横
で
学
校
に
礼
を
す
る

こ
と
で
有
名
。
最
後
の
礼
を
す
る
た
め
に

整
列
し
、
校
舎
を
見
上
げ
る
卒
業
生
た
ち

金賞に加藤くん 波多野くん
福井県版画コンクール
入賞作品紹介

第32回福井県版画コンクール（福井新聞社
主催）において、加藤諒馬さん（松岡中1年）
と波多野清矢さん（志比小1年）が金賞を、谷
原仰星さん（志比小2年）が銅賞を受賞しまし
た。その作品をご紹介します。

※学年は3月現在のまま表記しています

金　賞
『ねこだぞ』
加藤　諒馬 さん

（松岡中1年）

金　賞 『いっぱいおよぐぞ』
波多野　清矢 さん（志比小1年）

銅　賞 『マグロにのって空をとびたいな』
谷原　仰星 さん（志比小2年）

当
時
藤
田
会
長
か
ら
表
彰
を
受
け
る
上
志
比
中

学
校
吹
奏
楽
部
の
代
表

完
成
し
た
二
枚
の
ち
ぎ
り
絵
と
ま
つ
ぼ
っ

く
り
Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
メ
ン
バ
ー

ち
ぎ
り
絵
を
受
け
取
っ
た
入
居
者
の
皆
さ

ん
も
う
れ
し
そ
う
な
表
情
で
し
た



「偶然」から読み解く日本文化 野内　良三 
古代学への招待 谷川　健一 
岩崎弥太郎と三菱四代 河合　　敦 
女を磨くココ・シャネルの言葉 高野　てるみ 
なぜ、あなたはいつもお金が足りないのか？ 小堺　桂悦郎 
高齢者の毎日できる指遊び・手遊びで機能訓練 大石亜由美 
「美肌」をつくる魔女スープ 森　由香子 
弁当 コウ　ケンテツ 
病害虫を防いで楽しいバラづくり 長井　雄治 
病院ライブで童謡・唱歌 井上　尭之 
はじめての鉛筆デッサン アトリエフレスカ 
教えてＱちゃん！メタボだってマラソン完走！ 高橋　尚子 
邪悪なものの鎮め方 内田　樹 
「マイナス」のプラス 外山　滋比古 
老いてこそ上機嫌 田辺　聖子 
乾隆帝の幻玉 劉　一達 
教室の亡霊 内田　康夫 
スターバト・マーテル 篠田　節子 
竜の涙 柴田　よしき 
僕の明日を照らして 瀬尾　まいこ 
新・雨月　上・下 船戸　与一 
セシルのもくろみ 唯川　恵 
岸辺の旅 湯本　香樹実 
掘割で笑う女 輪渡　颯介 
現代人口辞典 人口学研究会 

一般 
図書 
一般 
図書 

『目も手も足もよくしゃべる』 
　　　　五味 太郎／著

（講談社） 
身体の部分を介した表現の
意味や使い方、さらに直英
訳も記載。 

石の中のうずまきアンモナイト 三輪　一雄 
じっけんきみの探知器 山下　恵子 
世界にはばたく日本力　日本の衣 こどもくらぶ 
ミニトマトの絵本 すがはら　しんじ 
駅で働く人たち 浅野　恵子 
ぼくは少年鉄道員 西森　聡 
サーカスの学校 西元　まり 
Ｗ杯（ワールドカップ）をたたかうボール 岩崎　龍一 
ピラミッド帽子よ、さようなら 乙骨　淑子 
東京石器人戦争 さねとう　あきら 
我利馬（ガリバー）の船出 灰谷　健次郎 
三日月の魔法をあなたに 村山　早紀 
15歳の東京大空襲 半藤　一利 
王のしるし　上・下 ローズマリ・サトクリフ 
ライオンとであった少女 バーリー・ドハーティ 
鉄のキリンの海わたり あさば　みゆき 
かえっておいでアホウドリ 竹下　文子 
ふしぎなガーデン ピーター・ブラウン 
たいふうがくる みやこし　あきこ 
（紙芝居）やせためんどりとキツネ 剣持　弘子 

児童 
図書 
児童 
図書 

『おいしいおかゆ』 
　　　　グリム／原作

（フェリシモ） 
おかゆがなべからどんどん
あふれ出し、町じゅう大さ
わぎ。そのとき…。 

町立図書館　（松岡）　　　61－7117 
町立図書館永平寺館　　　63－3111 
町立図書館上志比館　　　64－3170 
 
開館時間　　10:00～18:00 
　※ 町立図書館は火・木曜日10:00～20:00 
休 館 日　　毎週月曜日・毎月末日 
　※ 町民カレンダーをご参照ください 

　
図
書
館
は
、
本
を
借
り
た
い
と
き
に

だ
け
行
く
と
こ
ろ
だ
と
思
っ
て
い
ま
せ

ん
か
？
新
聞
や
雑
誌
を
読
ん
だ
り
、
学

習
コ
ー
ナ
ー
で
自
習
を
し
た
り
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
一
度
足
を
運
ん
で
み

て
く
だ
さ
い
。 

 

　「
に
ん
じ
ん
ご
ぼ
う
だ
い
こ
ん
」「
こ

れ
は
ジ
ャ
ッ
ク
の
た
て
た
い
え
」
な
ど

を
上
演
し
ま
す
。
4
月
24
日
（
土
）
午

後
2
時
か
ら
2
時
40
分
ま
で
。
町
立
図

書
館
（
松
岡
）
2
階
に
て
。
 

 

 

　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
簡
単
工
作
（
こ

い
の
ぼ
り
作
り
）
を
し
ま
す
。
4
月
17

日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
か
ら
2
時
30

分
ま
で
。
上
志
比
館
に
て
。
 

 　
4
月
23
日
の
子
ど
も
読
書
の
日
に
ち

な
ん
で
、
図
書
館
で
は
、
子
ど
も
た
ち

向
け
の
企
画
を
用
意
し
ま
し
た
。
お
友

だ
ち
を
誘
っ
て
、
気
軽
に
来
て
く
だ
さ

い
ね
。 

  　
飛
び
出
す
し
か
け
絵
本
や
、
め
く
っ

た
り
ひ
っ
ぱ
っ
た
り
す
る
し
か
け
絵
本
、

舞
台
型
の
し
か
け
絵
本
な
ど
を
展
示
し

ま
す
。
親
子
で
ゆ
っ
く
り
手
に
と
っ
て

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
展
示
期
間
は
、

4
月
21
日（
水
）
か
ら
5
月
13
日
（
木
）

ま
で
。
3
館
同
時
開
催
で
す
。 

4
月
の
特
設
コ
ー
ナ
ー
 

■
町
立
図
書
館
（
松
岡
）
 

「
さ
あ
始
め
よ
う
、
家
庭
菜
園
」
 

■
永
平
寺
館
 

「
宮
尾
登
美
子
特
集
」
 

■
上
志
比
館
 

「
ハ
ー
イ
、
春
で
す
よ
！
」
 

図
書
館
案
内

図
書
館
案
内
 

図
書
館
案
内
 

し
か
け
絵
本
展 

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
を
楽
し
も
う 

サ
ン
サ
ン
教
室 

4
月
２３
日
は
「
子
ど
も
読
書
の
日
」
 

お問い合わせ 

松岡保健センター  　61-0111 
永平寺保健センター  　63-2868 
上志比保健センター  　64-3000

今月の予防接種対象者 今月の予防接種対象者 

ＢＣＧ（結核） 

予防接種名 対　　　象　　　者 

三種混合　1期 
（ジフテリア・百日咳・破傷風） 
麻しん・風しん混合 

3期 【中学1年時に１回】 
4期 【高校3年時に１回】 

 平成21年12月1日～平成21年12月31日生まれのお子さん 

初回 平成21年11月1日～平成21年11月30日生まれのお子さん 
追加 平成20年11月1日～平成20年11月30日生まれのお子さん 

3期 平成 9年 4月2日～平成10年 4月 1日生まれの人 
4期 平成 4年 4月2日～平成 5年 4月 1日生まれの人 

個別 
予防接種 
個別 
予防接種 

★対象者には町から問診票を送付します。 
★接種場所は町内指定医療機関となります。送付案内をご覧ください。 
★町から配布されております「予防接種手帳」を必ず読んで接種してく
ださい。 

★問診票は裏面までよく読み、問診内容は自宅で必ず記入してください。 

対　　象　　児 日　程 

4月13日 
（火） 

場　　　所 時　　　間 

松岡福祉総合　 
　　　センター 

健診・相談内容 

4～5ケ月児 
育児相談 

平成21年11月1日～ 
　　　　12月31日生まれ 

午前9時10分～ 
　9時30分まで受付 

午後1時30分～ 
　2時00分まで受付 

4月21日 
（水） 

1歳半児健診 平成20年8月1日～ 
　　　　　9月15日生まれ 

4月20日 
（火） 

3歳児健診 平成19年2月1日～ 
　　　　　3月15日生まれ 

今月の乳幼児健診日程 

元気、長生き、１１（いい）からだ！ 元気、長生き、１１（いい）からだ！ 元気、長生き、１１（いい）からだ！ 
今年はさらに健診料金無料の対象が広がります。 

（がん検診料金は町民すべての人が無料です。特定健診は永平寺町国民健康保険加入の人のみ無料です） 

詳しい健診日程と内容は、広報と一緒に配布しました「平成22年度 健診カレンダー」をご覧ください。 

20歳以上のがん検診料金と、40歳以上の特定健診・高齢者健診料金が無料!
検　診　名 

一 般 健 診  
特 定 健 診  
高 齢 者 健 診  
胃 が ん 検 診  
大 腸 が ん 検 診  
肺 が ん 検 診  
喀 痰 検 査  
前立腺がん検査 

肝炎ウイルス検査 
 
乳 が ん 検 診  
子 宮 が ん 検 診  
骨 密 度 測 定  

対　　象　　者 
20歳以上39歳以下の男女 
40歳以上74歳以下の男女 
75歳以上の男女 
20歳以上の男女 
20歳以上の男女 
20歳以上の男女 
20歳以上の肺がん検診受診者 
50歳以上の男性 
40歳以上の男女（過去に検査
を受けたことがない人） 
40歳以上の女性で昨年、未受診の人 
20歳以上の女性で昨年、未受診の人 
20歳以上の女性 

・特定健診（40～74歳）をお受けになる人は、ご加入の医療保険者発行の受診券が必要です。 
・がん検診の対象者は、永平寺町に住所があり、職場などで受診する機会のない人です。 
・乳がん・子宮がんは昨年未受診の人が対象です。 
受診をご希望の人は各保健センターにお申し込みください。詳しくは、各保健センターにお問い合わせください。 

料　金 
1,000円 

0円 
0円 
0円 
0円 
0円 
0円 
0円 

500円 
 

0円 
0円 

700円 

身体測定、血圧、尿検査、血液検査（血糖、コレステロール、肝機能、貧
血検査を含む）、眼底検査、心電図検査、腹囲測定（特定健診のみ） 
※この特定健診の内容は永平寺町国民健康保険加入者の場合です 
胃部レントゲン検査（バリウム） 
採便検査（２日分）　希望者に容器を送付します 
胸部レントゲン検査（肺がん・結核検査） 
採痰検査（３日分）　当日容器を渡します 
血液検査 

B型肝炎・C型肝炎血液検査 
 
視触診とマンモグラフィ（乳房レントゲン）検査 
細胞診、内診 
体脂肪測定、骨密度測定、身体測定 

検　　査　　内　　容 
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「先生ありがとうございました」と、
生徒 1 人 1 人から担任の先生に
お花をプレゼント。生徒たちによ
るサプライズ企画に、先生の目は
真っ赤でした。（3月16日　永平
寺中学校　卒業式後の教室にて） 

「
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
助
成
」
、「
障
害
者
（
児
）
通
学
通
所
の
交
通
費
助
成
」
 

平
成
２２
年
度
の
申
請
が
始
ま
り
ま
し
た
 

　
気
象
庁
で
は
、
平
成
22
年
5
月
27
日

か
ら
、
気
象
警
報
・
注
意
報
に
関
し
て
、

市
町
を
対
象
と
し
て
発
表
し
ま
す
。
例

え
ば
、
永
平
寺
町
に
災
害
発
生
の
お
そ

れ
が
あ
る
場
合
、
こ
れ
ま
で
は
、
永
平

寺
町
を
含
む
「
福
井
県
」、「
嶺
北
」、

あ
る
い
は
「
嶺
北
北
部
」
に
対
し
て
警

報
・
注
意
報
を
発
表
し
て
い
ま
す
が
、

「
永
平
寺
町
」
を
明
示
し
て
発
表
す
る

よ
う
に
変
更
し
ま
す
。 

　
な
お
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
で
大

雨
や
洪
水
な
ど
の
警
報
が
放
送
さ
れ
る

と
き
は
、
画
面
に
表
示
で
き
る
文
字
数

や
読
み
上
げ
可
能
な
文
章
の
範
囲
内
で

伝
え
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
こ
れ
ま
で

ど
お
り
の
地
域
名
で
放
送
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。 

　
市
町
ご
と
の
気
象
警
報
・
注
意
報
の

詳
し
い
内
容
は
、
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（http://w
w
w
.jm
a.go.jp/

）や
国
土

交
通
省
防
災
情
報
提
供
セ
ン
タ
ー
の
携

帯
電
話
サ
イ
ト（h

ttp
://w

w
w
.m
lit.. 

g
o
.jp
/saig

ai/b
o
saijo

h
o
/i-in
d
ex. 

htm
l

）
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。 

気
象
台
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す 

5
月
２７
日
か
ら
 

大
雨
な
ど
の
気
象
警
報
を 

市
町
ご
と
に
発
表
し
ま
す 

問
合
せ 

福
祉
保
健
課
　
　
61
‐
3
9
2
0

問
合
せ 

福
井
地
方
気
象
台
防
災
業
務
課 

　
　
　
　
　
　
　
　
24
‐
0
0
6
9

農作業標準料金 が決まりました。 平成２２年度 
永平寺町 
　農作業標準料金は、担い手の育成や農用地の利用増進などを図るため、適正な農作業受
託推進の一環として、市町の実態に沿って設定されたものです。（金額は10a当たり／消費
税は含んでいません） 

稲作の場合 

麦・大豆作の場合 

作　業　区　分 標　準　料　金 備　　　　　　考 

作　業　区　分 

作　業　区　分 

作　業　区　分 

麦 大　　豆 
備　　　　　　　　考 

標　準　料　金 

標　準　料　金 

標　準　料　金 

備　　　　　　考 

耕　起・代かき 

育　　　　　苗 
 
田　　　　　植 
収　　　　　穫 

耕起・播種 
収　　　穫 
溝　掘　り 
培　　　土 
防　　　除 

〈参考〉 
弾丸暗渠 
(１０ａ当たり)

5,900円 
11,000円 
3,600円 

－ 
500円 

21,000円 

5,300円 
11,000円 
3,600円 
3,700円 
700円 

24,300円 

1,100円 

圃場条件 
おおむね20a未満 
おおむね10a未満 

標準料金指針 
標準料金に 5～10％加算 
標準料金に10～30％加算 

耕起と播種は同時作業とした。播種はシーダーとした     
生産物の運搬費は含まない     
大豆は単作に適用。ロータリートレンチャーとした     
     
麦2回　　大豆3回 

サブソイラの場合     
30ａ圃場で30mを33本、100mを4本と仮定 

12,200円 
13,500円 

（675円/１箱) 
6,900円 
14,200円 
8,700円 

(1,024円/60kg) 
3,400円 

(400円/60kg) 
600円 

59,500円 

5,800円
 

5,800円 

耕起、代かき作業（2回）     

硬化苗を20箱使用と仮定。運搬費は含まない     
     
施肥を伴う。苗代および肥料代は含まない     
生産物の運搬費は含まない     
①10a当たり収量は、生籾700ｋｇ 
   （玄米510kg）と仮定 
②籾水分24％と仮定     
     
2回防除（3回のうち1回は箱施用) 。農薬代は含まない 

乾燥調製 

防　　　　　除 
　　 　計 

乾　　　燥 

直　　　播 

も　み　摺 

種　　　子 
（コーティング含む） 
湛水直播 側条　作業代のみ 

播種量は10ａ当たり2.5kg 
（乾籾：コシヒカリ） 

3,800円 

1,000円 
〈参　　考〉 

畦　塗　り 
(１００m当たり)

土壌改良材散布 
(10a当たり)

ブロードキャスターの場合 
土壌改良材代およびその運搬費は含まない 

計 

ソバ作の場合 

※実勢とは、県下でソバ栽培が行われている12カ所（組織・地域）の 
　平均値です。 

作　業　区　分 実　　　　勢 試　算　値 
耕起・播種 
収　　　穫 
溝　掘　り 
防　　　除 

10,517円 
8,663円 
3,244円 
1,033円 
23,457円 

6,100円 
10,800円 
3,900円 
240円 

21,040円 計 

問合せ 農林課内　農業委員会　　 61－3947

標準料金は、１区画30a程度を基準としていま
すが、圃場条件 （面積、形状、土質など） によ
って割増になります。 
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町
で
は
、
障
が
い
を
お
持
ち
の
皆
さ
ん

に
対
す
る
タ
ク
シ
ー
料
金
の
助
成
、
お
よ

び
通
所
通
学
交
通
費
の
助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。
平
成
22
年
度
分
の
申
請
は
4
月
か

ら
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金

助
成
事
業

対
象
者

永
平
寺
町
に
住
所
を
有
し
、
次
の
い
ず

れ
か
の
項
目
に
該
当
す
る
人
（
た
だ
し
、

自
ら
自
動
車
の
運
転
を
す
る
人
、
お
よ
び

施
設
入
所
者
、
ま
た
は
病
院
に
入
院
中
の

人
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
）

●
身
体
障
害
者
手
帳
保
持
者
で
、
等
級
が

１
級
ま
た
は
肢
体
不
自
由
者
・
視
覚
障

害
者
の
2
級
以
上
に
該
当
す
る
人

●
療
育
手
帳
保
持
者
で
、
そ
の
等
級
が
Ａ

１
･
Ａ
2
に
該
当
す
る
人

●
精
神
障
害
者
手
帳
保
持
者
で
、
そ
の
等

級
が
１
級
・
2
級
に
該
当
す
る
人

助
成
内
容

乗
車
１
回
ご
と
に
小
型
タ
ク
シ
ー
基
本

料
金
相
当
額
を
助
成
し
ま
す
。（
基
本
料

金
超
過
分
は
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
）

利
用
者
１
人
に
つ
き
、
１
か
月
あ
た
り

2
枚
分
（
月
間
24
枚
）
の
乗
車
券
を
交
付

し
ま
す
。
料
金
を
お
支
払
い
の
際
に
、
乗

車
券
１
枚
を
渡
せ
ば
、
基
本
料
金
分
が
差

し
引
か
れ
ま
す
。

申
請
方
法

福
祉
保
健
課
ま
た
は
各
支
所
町
民
サ
ー

ビ
ス
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
以
前
に
ご
利
用
の
人
も
、
再
度
申
請
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
物

各
障
害
者
手
帳
、
印
鑑

障
害
者
（
児
）
に
対
す
る

通
学
通
所
の
交
通
費
助
成
事
業

対
象
者

永
平
寺
町
に
住
所
を
有
し
、
障
害
者

（
身
体
・
知
的
・
精
神
）
手
帳
の
い
ず
れ

か
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
。（
た
だ
し
、

自
ら
自
動
車
の
運
転
を
す
る
人
、
お
よ
び

施
設
入
所
者
、
ま
た
は
病
院
に
入
院
中
の

人
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
）

助
成
内
容

県
内
の
養
護
学
校
な
ど
へ
の
通
学
、
ま

た
は
県
内
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

へ
の
通
所
の
た
め
、
公
共
交
通
機
関
を
利

用
し
た
運
賃
の
2
分
の
１
を
助
成
し
ま

す
。

※
運
賃
の
確
認
は
領
収
書
に
て
行
い
ま

す
。
支
払
い
の
際
は
、
必
ず
領
収
書
を

受
け
取
り
、
保
管
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
請
方
法

福
祉
保
健
課
ま
た
は
各
支
所
町
民
サ
ー

ビ
ス
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
物

支
払
っ
た
運
賃
の
領
収
書
、
各
障
害
者

手
帳
、
印
鑑



町の木「油桐」 

今
年
も
3
地
区
に
分
け
て
実
施
 

粗
大
ご
み
収
集
を
行
い
ま
す
 

„
歩
く
・
聞
く
・
活
か
す
“『
町
長
の
 

炉
ば
た
ト
ー
ク
』行
っ
て
い
ま
す
！
 

Ｙ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
‐
Ｋ
Ａ
Ｎ
さ
さ
お
か
 

（
余
熱
館
）臨
時
休
館
し
ま
す
 

町をきれいに… 
町民清掃の日 
町をきれいに… 
町民清掃の日 
町では、 
住みよい環境づくりを目指して、 
毎年4月第3日曜日を 
「町民清掃の日」と定めています。 
主要道路や公園などの清掃活動に、 
毎年多くの町民の皆さまのご協力をいただいています。 
今年も上記の日時に実施を予定していますので、 
皆さまのご協力をお願いします。 

町では、 
住みよい環境づくりを目指して、 
毎年4月第3日曜日を 
「町民清掃の日」と定めています。 
主要道路や公園などの清掃活動に、 
毎年多くの町民の皆さまのご協力をいただいています。 
今年も上記の日時に実施を予定していますので、 
皆さまのご協力をお願いします。 

4月1818日（日）午前6時～ 
（1時間程度） 

雨天決行 

4月18日（日）午前6時～ 
（1時間程度） 

雨天決行 

問合せ 環境課　　61‐3946

 

ごみ削減と 
地球温暖化防止のため 
お買い物には 

マイバッグを持参しましょう 

永平寺町では、 
４月１日から 
レジ袋の無料配布の中止 
運動が始まっています。 
　　　　　　　　環境課 

永平寺町では、 
４月１日から 
レジ袋の無料配布の中止 
運動が始まっています。 
　　　　　　　　環境課 

補助員（アルバイト職員）を募集します。 

四季の森文化館 
諏訪間団地 
入居者募集 

　町では、四季の森文化館に 
勤務する補助員（アルバイト 
職員）を募集します。 
■採用予定数　若干名 
■採 用 期 間　4月～翌年3月 
■勤 務 日 時　土・日・祝日 
　　　　　　　（月6～10日） 
　　　　　　　10：00～17：00 
　　　　　　　※勤務日・時間は相談に応じます 
■給　与　額　時給770円（交通費なし） 
■仕事の内容　体験コーナー（ガラス玉づくり、勾

玉づくりなど）の指導員 
■応 募 資 格　おおむね18歳以上の健康な人。 
■申 込 方 法　写真入りの履歴書を、四季の森文化

館へご提出ください。（郵送可） 
■申 込 期 間　4月2日（金）～15日（木） 

　町の特定公共賃貸住宅へ 
の入居者を募集します。 
■募集物件　 
　永平寺諏訪間団地2階、3LDK、約76.2㎡（1戸） 
■入居者の資格 
　①所得要件…所得が一定の範囲であること 
　　※入居者および同居者の所得の合計額が、 
　　　158,000円／月 以上、487,000円／月 以下 
　②自ら居住するための住宅を必要とすること 
※現在、一定水準の賃貸住宅に居住しており、
住宅に困窮まではしていないが、さらに良好
の賃貸住宅に移り住むことを希望する人 

　③同居親族を有すること 
　④町税などの滞納がないこと 
　⑤保証人（１人）が町内在住者であること 
■住宅使用料（家賃） 
　上記所得要件の額に応じて決定します。 
　（おおむね月額56,000円～） 
■申込期間　 
　4月16日（金）まで（申し込み多数の場合は抽選） 

申込・問合せ 永平寺緑の村四季の森文化館 
〒910-1221　永平寺町山9-1-2 
　　63―2111 申込・問合せ 建設課　　61―3948

問
合
せ 

総
務
課
　
　
61
‐
3
9
4
1

問
合
せ 

余
熱
館
　
　
74
‐
2
2
2
1
 

広
域
圏
清
掃
セ
ン
タ
ー
 

　
　
　
　
　
74
‐
1
3
1
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もうすぐ年長組ではりき
っています。自転車に乗
ることと、ドッジボール
が大好きです。 

佐伯　鴻介 くん 
5才（けやき台） 

さ えき こう すけ 

いつも、家の手伝いをし
てくれてありがとう。大
好きな料理も挑戦してい
こうネ！ 

岡部　真季 ちゃん 
5才（けやき台） 

おか べ ま き 

山火事を発生させないために… 山火事を発生させないために… 
平成22年全国山火事予防運動統一標語 

『消さないで 小さな命の 帰る場所』 

～あなたの大事な人を救うために～ 
　春になると、山菜採りや森林レクリエーションなど、山
に出かける機会も増えてきます。そこで気をつけたいのが
山火事です。山火事は、いったん発生するとその消火は容
易ではありません。また、貴重な森林を焼失し、その回復
には長い年月と多くの労力を要することになります。 
　冬から春にかけての時季は、空気が乾燥するうえ、堆積
した落ち葉が枯れ、山火事の危険性が高くなります。山火
事の原因の多くは、たき火やたばこなど人為的なもの。山
火事を発生させないよう、次のことに注意しましょう。 

●枯れ草などがある火災が起こりやすい場所でのたき火は
やめましょう。 
●風の強いときや空気の乾燥しているときには、たき火や
火入れはやめましょう。 
●たき火から離れるときは完全に消火しましょう。 
●たばこの吸いがらは必ず消しましょう。また、投げ捨て
は絶対にやめましょう 
●火入れを行うときは、『永平寺町（環境課）の許可』お
よび『消防への届け出』が必要です。 

こちら11
9番 こちら11
9番 

こちら11
9番 

消防です
!消防です
!

消防です
!

AED（自動体外式除細動器） 
を貸し出します 

　消防署では、町内で多くの住民が参加する
スポーツ競技、その他の各種イベント、講習
会などを主催する団体・町内会に対し、ＡＥＤ

（自動体外式除細動
器）の貸し出しを行
います。 
　詳しい内容につい
ては下記までお問い
合わせください。 

防火・防災及び自主防災組織訓練のご相談は、 
最寄りの消防署へ  
永平寺町消防署　　61-0179　　　61-0168 
永平寺分署　　　　63-2345 
上志比分署　　　　64-2180 
　　 http://www.shobo.town.eiheiji.lg.jp

問
合
せ 

環
境
課
　
　
61
‐
3
9
4
6

ホームページ 
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町
で
は
、
次
の
と
お
り
春
季
の
粗
大
ご

み
の
収
集
を
実
施
し
ま
す
。
詳
し
い
こ
と

は
、
3
月
下
旬
に
配
布
し
ま
し
た
申
し
込

み
用
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

松
岡
地
区

と
　
き

4
月
4
日
（
日
）

7
時
〜
11
時
　
（
雨
天
決
行
）

収
集
場
所

松
岡
総
合
運
動
公
園

《you
m
e

パ
ー
ク
》
北
側
駐
車
場

永
平
寺
地
区

と
　
き

4
月
11
日
（
日
）

8
時
〜
11
時
　
（
雨
天
決
行
）

収
集
場
所

永
平
寺
支
所
裏
側
駐
車
場

上
志
比
地
区

と
　
き

4
月
25
日
（
日
）

8
時
〜
11
時
　
（
雨
天
決
行
）

収
集
場
所

上
志
比
小
学
校
体
育
館
横
駐

車
場

町
民
の
皆
さ
ん
と
気
軽
に
話
し
合
え
る

場
を
設
け
て
、
共
に
考
え
共
に
行
動
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
町
で
は
『
炉
ば
た
ト
ー

ク
』
を
行
っ
て
い
ま
す
。
町
内
会
や
団

体
・
グ
ル
ー
プ
な
ど
、
松
本
町
長
と
膝
を

突
き
合
わ
せ
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

熱
く
語
り
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

ご
希
望
の
場
合
は
、
総
務
課
ま
た
は
各

支
所
町
民
サ
ー
ビ
ス
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

Ｙ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
Ｕ-

Ｋ
Ａ
Ｎ
さ
さ
お
か

（
余
熱
館
）
は
、
4
月
13
日
（
火
）
か
ら

の
15
日
間
、
休
館
し
ま
す
。

清
掃
セ
ン
タ
ー
焼
却
施
設
の
定
期
点
検

の
た
め
、
高
温
水
の
供
給
が
で
き
な
く
な

る
た
め
で
す
。ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

休
館
の
期
間

4
月
13
日
（
火
）
〜
27
日
（
火
）

昨年の粗大ごみ回収の様子



町の木「油桐」 

狂
犬
病
予
防
注
射
を
実
施
し
ま
す
 

都
合
の
い
い
日
時
・
場
所
で
ど
う
ぞ
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
 

Ｃ
Ｍ
を
流
し
ま
せ
ん
か
？
 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
衛
生
受
信
料
が
 

年
間
2
4
2
0
円
お
得
で
す
！
 

問
合
せ 

松
岡
保
健
セ
ン
タ
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61
‐
0
1
1
1

申
込
・
問
合
せ 

こ
し
の
国
広
域
事
務
組
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63
‐
1
2
3
1

申
込
・
問
合
せ 

こ
し
の
国
広
域
事
務
組
合 
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‐
1
2
3
1

広報永平寺に広告を掲載しませんか?
　広報永平寺は、毎月第１金曜日に町内全戸に配布さ
れます。発行部数は6,000部。この紙面にあなたのお
店の広告を掲載しませんか？お申し込み・お問い合わ
せは、企画財政課まで（左枠参照）。 
 
掲 載 料　1枠　　（50mm× 87mm）　 5,000円 
（1回分）　2枠分を使用することもできます 
　　　　　　　　　（50mm×178mm）　10,000円 
　　　　　※3回分以上のお申し込みになります。 

狂犬病予防注射　日　程 
9：30～11：30　役場前駐車場 
13：30～14：00　ＪＡ五領支所前 
14：30～15：00　ＪＡ吉野支所前 
 
9：30～11：30　永平寺支所前駐車場 
13：00～14：30　永平寺農家高齢者創作館 
15：00～16：30　永平寺生活改善センター 
 
13：30～14：00　上志比西プール 
14：15～14：45　藤巻集落センター 
15：00～16：00　上志比支所裏 

4/15（木） 
松岡地区 

4/22（木） 
永平寺地区 

4/28（水） 
上志比地区 

知っておきたい 知っておきたい 知っておきたい 

国民年金  
国民年金保険料は、退職（失業）による 

特例免除があります 
　特例免除は、申請する年度または前年度において退職（失業）の事実がある場合に対象になります。
保険料免除の申請は、住民票がある市町役場へ「保険料免除申請書」を提出（郵送可）してください。
申請書は市町役場、または年金事務所にあります。また、この特例免除は、配偶者や世帯主が退職した
場合にも対象になります。 

保険料の全額が免除された期間についても、保険料の全額を納付した場合の年金額の2
分の１が支給されます。 
　これまで、保険料の全額が免除された期間の年金額は、保険料の全額を納付した場合
と比較して3分の１として計算されていましたが、平成21年4月分からは2分の1と
して計算されるようになりました。 
 
万が一の際にも確かな保障！ 
　病気や事故で障害が残ったときの障害年金や、一家の働き手が亡くなったときの遺族
年金など、免除承認期間については支給対象になります。 
 
本人所得を除外して審査！ 
　特例免除とは、通常であれば審査の対象になる本人所得を除外して審査を行い、保険
料の納付が免除されるものです。ただし、配偶者、世帯主に一定以上の所得があるとき
は、保険料免除が認められない場合があります。 

①年金手帳または基礎年金番号がわかるもの（納付書など）、②認印（本人が署名する場
合は不要）、③雇用保険受給資格者証や離職票など失業していることを確認できる公的機
関の証明の写し 

国民年金には、追納という制度があります。10年以内なら免除を受けた期間の保険料を
納めることができ、老齢基礎年金の年金額に算入されます。なお、免除が承認された期間
の翌年度から起算して3年度目以降は、当時の保険料に加算金が加わります。 

こんなにある特例免除のメリット！ まずは申請を！ こんなにある特例免除のメリット！ まずは申請を！ 

メリット 1

メリット 2

メリット 3
通常の場合 

申請者 
本人の 
所得 

申請者の 
配偶者の 
所得 

世帯主の 
所得 

特例免除の場合 

申請者 
本人の 
所得 

申請者の 
配偶者の 
所得 

世帯主の 
所得 × 

問合せ 住民生活課　　61－3945　　福井年金事務所　　23－4516

手続きに 
必要なもの 

追納の 
おすすめ 

手続きに 
必要なもの 

追納の 
おすすめ ＮＨＫ福井放送局 

マスコットキャラクター 
『一福丸（いっぷくまる）』 

私 た ち は 熱 い ハ ー ト で お 応 え し ま す 。 

＊松 岡 支 店　61－ 1200 
＊永平寺支店　63－ 3220

＊上志比支店　64－ 2323 
＊福井医大支店　67－ 1900

福井銀行 
http://www.fukuibank.co.jp

毎月 
第1金曜日 
発行 

お問い合わせ 
永平寺町役場企画財政課　　61－3942 
E－mail kikaku@town.eiheiji.lg.jp

電気のことなら　地元で安心 
　　　　アフターサービスも安心 

福井県電器商業組合 
永平寺支部 

電気の見守り隊 

広報永平寺4月号17 広報永平寺4月号 16

平
成
22
年
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
左

表
の
日
程
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

畜
犬
登
録
が
な
さ
れ
て
い
る
人
に
は
、

個
別
に
日
時
・
場
所
に
つ
い
て
通
知
し
ま

す
。
指
定
日
時
に
都
合
が
つ
か
な
い
人
、

ま
だ
登
録
し
て
い
な
い
人
、
新
規
に
犬
を

飼
い
始
め
た
人
は
、
ご
都
合
の
良
い
日

時
・
場
所
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
動
物
病
院
で
も
登
録
・
予
防
注

射
済
票
の
発
行
も
で
き
ま
す
。

料
　
金
（
そ
れ
ぞ
れ
１
頭
の
料
金
で
す
）

●
注
射
料
金
　
2
3
0
0
円

●
注
射
済
票
交
付
手
数
料
　
5
5
0
円

●
新
規
登
録
手
数
料
　
3
0
0
0
円

●
死
亡
届
は
無
料
で
す

注
　
意

注
射
・
新
規
登
録
・
死
亡
届
の
い
ず
れ

の
場
合
も
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

こ
し
の
国
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

4
月
か
ら
Ｃ
Ｍ
放
送
を
開
始
し
ま
す

こ
し
の
国
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
は
、
4

月
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
ア

ナ
ロ
グ
5
ｃ
ｈ
・
デ
ジ
タ
ル
9
ｃ
ｈ
）
で

Ｃ
Ｍ
放
送
を
開
始
し
ま
す
。

地
域
の
い
ろ
ん
な
情
報
を
放
送
し
て
い

る
チ
ャ
ン
ネ
ル
な
の
で
、
Ｃ
Ｍ
効
果
は
抜

群
で
す
。
ま
た
エ
リ
ア
を
絞
っ
た
宣
伝
の

た
め
、
費
用
対
効
果
に
優
れ
て
い
ま
す
。

地
元
企
業
や
個
人
事
業
者
の
皆
さ
ん
、
テ

レ
ビ
で
Ｃ
Ｍ
を
流
し
ま
せ
ん
か
？

料
　
金

30
秒
　
3
1
5
0
円

（
１
日
6
回
×
7
日
間
放
送
）

加
入
世
帯
数

6
6
5
9
世
帯
　

（
加
入
率
9
1
・
7
１
％
）

※
加
入
率
は
平
成
21
年
4
月
１
日
住
民

基
本
台
帳
世
帯
数
よ
り
算
出

衛
星
受
信
料
団
体
一
括
支
払
制
度
の

ご
利
用
を
！

こ
し
の
国
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
は
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
衛
星
受
信
料
団
体
一
括
支
払
制
度
を

導
入
し
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
こ
し
の
国
広
域
事
務
組

合
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
を
代
行
集
金
し
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
へ
支
払
う
こ
と
に
よ
り
団
体
割
引
が

適
用
さ
れ
、
年
額
最
高
2
4
2
0
円
が
割

り
引
き
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、
別
途
お

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

利
用
条
件

①
こ
し
の
国
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
加
入
者

で
あ
り
、
利
用
料
を
口
座
振
替
に
て
納

付
し
て
い
る
。

②
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
契
約
が
衛
星
契
約
で

あ
る
。ま
た
は
衛
星
契
約
に
変
更
す
る
。



2010年3月1日現在（前月比） 

合　計 

　男 

　女 

世帯数 

人 

人 

人 

世帯 

（ 

（ 

（ 

（ 

） 

） 

） 

） 

20,013 

9,635 

10,378 

6,121

－ 

－ 

－ 

－ 

24 

16 

8 

14
（住民基本台帳より　外国人含む） 

戸籍の窓 2月届出分（敬称略） 

赤ちゃん 赤ちゃん 

おくやみ おくやみ 

ウエディング ウエディング 
　永平寺町では、住民基本台帳カード
（住基カード）を利用した便利なサー
ビスの普及促進を図るため、平成 23
年3月まで住基カード交付手数料を無
料にしています。 
　住基カードでは、自動交付機により
各種証明書【住民票（世帯全員および
個人）、印鑑証明書（個人）、所得課税
証明書（個人）】を各200円で取得す
ることができます。また自動交付機は
平日時間外や休日でもご利用いただけ
ます。（永平寺町役場本庁は 7 時 30
分～20時）住基カードにはほかにも
さまざまな特典があります。ぜひご活
用ください。 
住基カードの申請に必要なもの 
①公的な身分証明書【写真付き】 
　（運転免許証･パスポート･ 
　身体障害者手帳など） 
②印鑑登録カード 
③印鑑（認印） 

便利な住民基本台帳カード 
　今なら「無料」で取得できます 

問合せ 
住民生活課 
　　61‐3945このコーナーに掲載したくない場合は、届け出た際にその旨をお伝えください。 

湶　　栞奈 女 孝介・ひとみ けやき台 

墨谷　咲希 女 彰浩・知子 松岡領家 

南保　祐希 男 昌俊・美奈 藤巻 

菅原　颯斗 男 寛晃・真須美 松岡芝原1 

　垣百朋子 女 正男・順子 松岡薬師2 

山岸　駿太 男 和行・聖男 諏訪間 

南部　咲姫 女 義則・ますみ 松岡松ヶ原4 

五十嵐彪真 男 勇人・絵梨加 けやき台 

酒井　來姫 女 大我・友美 牧福島 

　島　理仁 男 　昇　・庸子 松岡観音3

名　　前 性別 保護者 住　所 

名　　前 年齢 住　所 

光明寺
 　原　裕樹 光明寺  

 大柳　志帆 福井市  

荒　谷
 小林　一啓 荒谷  

 五十嵐まなみ 坂井市  

松岡上合月
 橋本　朋哉 松岡上合月  

 豊島　美季 坂井市  

石　上
 南部　晴紀 石上  

 田中　朱美 福井市  

牧福島
 安堂　智宏 牧福島  

 小泉　潤子 福井市  

松岡志比堺
 西川　智也 松岡志比堺  

 坂下　ゆか 坂井市  

浅　見
 紙谷　智明 浅見  

 角谷　磨紀 福井市 

住　所 名　　前 旧住所 

永善　則博 66 松岡椚 
道場　一男 61 松岡志比堺 
坪川壽枝子 75 東古市 
川上　　昇 76 轟 
山本　　賢 75 松岡葵３ 
前川　武雄 90  花谷 
三好あきの 106 花谷 

名　　前 年齢 住　所 

嶋田まさ子 86 大野島 
多田　法光 54 吉峰 
加藤　幸二 77 松岡学園 
夛田　正信 81 松岡薬師２ 
多田　則雄 75 吉峰 
種田　正俊 93 京善 

登山シーズン中の安全を祈願する山
開き式典が行われます。毎年、この
日を待ちわびた愛好者が、式典後の
登山を楽しみます。ところどころに
残雪も見られる登山道を登れば、
1,053ｍの山頂から眺める雄大な景
色を満喫できます。 
日時　4月17日n 9：00～ 
場所　浄法寺山青少年旅行村 
注意　登山する場合は、履き慣れた

運動靴、動きやすい服装で。
お弁当や飲み物のご持参をお
勧めします。 

問合　商工観光課　61-3921 
　　　浄法寺山青少年旅行村管理棟 
　　　　63-2867（4月～11月のみ） 

イベント情報 

4/17n 登山シーズン到来! 
浄法寺山山開き 
登山シーズン到来! 
浄法寺山山開き 

4/16m～ 初心者歓迎 
春季ナイターテニス教室 
初心者歓迎 
春季ナイターテニス教室 

お釈迦様の誕生を祝う『花祭り』。
毎年 100人を超える稚児行列のパ
レードは、高さ3.5ｍもの巨大な白

象を引きながら進みます。地元お神
楽の披露や、和太鼓の演奏もあります。
稚児行列への参加者も募集しています。 
日時　5月5日wk10：00～ 
場所　永平寺門前参道 
問合　永平寺町観光物産協会 
　　　　63-1188

5/5w 稚児行列には大きな白像も 
永平寺花祭り 
稚児行列には大きな白像も 
永平寺花祭り 

稚児行列参加の受け付けは3 
月15日hから4月23日mまで。
参加費は子ども1人当たり
8,000 円（貸衣装代など） 

日時　4月16日m～ 19：30～21：00 
　　　中級コース・実戦コース 
　　　　毎週火曜日（全9回） 
　　　初心者コース・初級者コース 
　　　　毎週金曜日（全9回） 
場所　松岡庭球場（松岡中学校横） 
対象　一般成人（高校生以上） 
定員　初心者コース20人、初級・中

級・実戦コース各15人 

4/29w 奥越の春を感じよう 
新緑ハイキング 
奥越の春を感じよう 
新緑ハイキング 

穏やかな日差しの中、六呂師高原を 
ハイキング。春の草花や小動物を観
察しながら、奥越の春を満喫してみ 
ませんか。 
日時　4月29日wl10：00～15：00 
   　（受付9：30～） 
会場　奥越高原青少年自然の家周辺 
内容　ふれあいコース（定員20人） 

施設周辺の自然観察、ミルク
工房でアイスクリームづくり 
チャレンジコース（定員20人） 
池ケ原湿原で自然観察、奥越
高原牧場で牧場体験 

対象　小学生以上（小学校1～3年
生は保護者同伴） 

参加費　ふれあいコース850円、チ
ャレンジコース200円 

持ち物　弁当、飲み物、敷き物、軍
手、タオル、ビニール袋、雨
具、筆記用具、長靴など 

申込　4月3日n～18日h（定員に
なり次第締め切り） 

主催・問合　奥越高原青少年自然の家 
　　　　0779-67-1321 
備考　詳細は申し込み時にお問い合

わせください。えちぜん鉄道勝
山駅～会場を結ぶ送迎バス有。 

受講料　町内者3,500 円、町外者 
　　　　4,500 円 
申込　4月1日l～14日k。定員に

て締め切り。申込書は松岡庭
球場にあります。備え付けの
受付箱にお入れください。
（受講料は教室の初日に納入） 

問合　永平寺町テニス協会上田さん 
　61-2773（20：00～21：00） 

かんな 

さ　き 

ゆうき 

はやと 

も　も　こ 

しゅんた 

さ　き 

ひゅうま 

ら　い 

りひと 

福井石材株式会社 

墓石・灯篭・石材工事一式 
日本石材産業協会正会員 

永平寺町松岡観音3丁目210　Tel（0776）61-4269 
フリーダイヤル 0120-21-8485

JA吉田郡 経　済　課 63－2660　吉 野 支 所 61－0230 
五 領 支 所 61－1234　永平寺支所 63－3160 
上志比支所 64－2013 

福井市上中町36－5－3 
TEL（０７７６）54－2139 

定休日　月曜日 
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あわら　かんな ちゃん すみや　さきちゃん なんぼ　ゆうき くん


